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1　第2次大戦後のドイツ
　第2次世界大戦後ドイツは，連合国の全面的占領下
に置かれ，現在なお東西に分裂するという状態のもと
にありながら「奇蹟の復興」をとげた。同じく第2次
大戦における敗戦国として日本は，ドイツに学ぶべき
ところが多い。しかし，このドイツの現在までの状況
を法的に分析してみると，日本と共通した，また異っ
た苦脳を経験してきていることが判明する。共通の問
題としては，占領法規と国内法との関係，賠償，領土
問題，戦犯，戦争被害者・在外財産補償などの負担調
整措置などであり，異った問題としては，東西分裂，
ベルリソ，非ナチ化，ユダヤ人対策，避難民などの問
題がある。
2　連合国によるドイツ最高権力の掌握
　この研究は，これらの法的諸問題を検討する前提問
題として，第2次大戦後におけるドイツの国際法的地
位について検討したものである。
　1945年4月30日，ヒトラーはベルリソの総統官邸地
下において自殺し，5月2日ベルリソは陥落，5月8
日ランスでドイツ軍代表は「軍事降伏条項」に署名し
ヨーロッパにおける戦闘は終了した。しかし，その文
書は，軍事行動の停止，武装解除などの専ら軍事的処
置だけを定めたにすぎなかった。それは，ドイツ占領
の態様さえも規定せず，すでに当時ドイツ全土は連合
国の全面的占領下にあった。ヒトラーの後を継いだデ
ーニッツの政府を，連合国はドイツを代表する政府と
は認めず，単なる捕虜として取り扱った。かくて，終
戦時，ドイツには，もはや中央政府は存在しなくなっ
た。そして，財政的にも中央銀行は瓦壊し「ライヒの
破産」という状態を現出したのである。
　1945年6月5日，ベルリンにおいて，「ドイツの敗
北および英米ソ仏政府によるドイツ最高権力の掌握宣
言」　（いわゆるベルリン宣言）が発せられ，この4国
が，ドイツ政府，ドイツ軍最高司令部，および，各邦
と地方自治体の有していた一切の権力を含む，ドイツ
における最高権力を掌握することを明らかにした。ま
た，同年8月2日のポッダム宣言も，当分の間，ドイ
ツの中央政府を樹立しないことを明らかにした。上記
の宣言により，更に連合国代表者（各国最高司令官）
は，ドイツに対し，その完全な敗北の結果生ずる政治
上，行政上，経済上，財政上および軍事上などの追加
的要求を行ない，連合国代表者および権限を与えられ
た職員もしくは機関は，その実施に必要な布告および
命令を発すること，一切のドイツ官憲および人民は，
連合国代表の要求を無条件に履行し，かつ，その布告
・命令を完全に遵奉すること，その違反に対しては，
連合国代表者は，必要な一切の処置をとりうること，
その実施のために連合国代表者は，その軍隊および民
政機関をドイツ各地に配置することを定めた。
、，3　東西ドイツ分裂
　1946年7月20日，マックナーニーはドイツ管理理事
会において「占領地統合」を提案し，イギリスはこれ
に同意したが，ソ仏両国はこれに反対し，12月2日英
仏間の協定により両国占領地区の経済統合が実現し，
1948年2月9日英米統合地域経済行政機構の樹立規約
によって，州代表老会議Landerratが設けられ，2
月15日には西ドイツ中央銀行が設置された。
　1948年フランス地区も英米地区と経済統合地区を形
成したのち，この地区に6月20日にドイツ通貨改革が
実施され，実質上従来のライヒス・マルクは10対1の
比率でドイツ・マルクに切り替えられた。この改革に
より，戦後のイソフレは終結せしめられ，西ドイツ再
建の第一歩がはじまったのであるが，政治的には，西
ドイツを西欧陣営の一端に加え，これに対してマーシ
ヤル・プランによるアメリカの対欧援助を与えること
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を可能とし，これに対抗してソヴェトはその占領地区
（東独）に独自の通貨改革を断行し，東西ドイツの分
裂，ベルリン封鎖問題を引き起すこととなった。西欧
連合国は7月1日ドイッ憲法制定についての「フラン
クフルト通告」を行ない，8月10日から23日までヘレ
ンヒームゼーで開催された憲法会議をへて，西独では
9月1日ボン制憲議会が開催され，1949年5月8日ボ
ン基本法が採択され23日公布された。
　これに対応して，東独では，5月30日ドイツ民主共
和国憲法が採択された。9月7日にはドイツ連邦共和
国（西独）が正式に発足し，20日アデナウアー内閣が
成立，21日に高等弁務官府の発足により民政移管が行
なわれたのに対し，東独では10月12日グロテヴォール
内閣が成立し，東西ドイツの分裂が固定化することに
なった。
　その後，西欧諸国はドイツ連邦共和国（西独）を，
東欧諸国はドイツ民主共和国（東独）を承認して今日
にいたっている。
4　問　題　点
　このような東西ドイツを旧ドイツ国を継承するもの
と見るか，旧ドイツ国は戦亡debe11atioによって消滅
し，新らしく二つの国家が成立したと見るべぎか，統
一ドイツ問題・ベルリソ問題につき連合国がなお保有
する権限の性質如何ということは，統一ドイツの実現
までは，現実の問題として，統一後も理論上の問題と
して残るわけである。このことは，観念的・抽象的な
検討だけではなく，東西ドイツの国内法上の規制と国
際諸条約上の規制との両面から実証的に検討する必要
がある。
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